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●コンピュータ労働者に
ふさわしい賃金で、残
業を無くし、健康で文
化的な生活を。

●働く者が幸せになる平
和なコンピュータ社会
を。
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（１）

去
る
２
月

17
日
（
金
）
に
第
16
回
電
算
労
・
電
算
労
組
合

同
定
期
大
会
が
７
組
合
・
支
部
か
ら
23
名
の
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
小
林
寛
志
議
長
か
ら
、
「
高
度
経
済
成
長
時
代
の

こ
ろ
、
バ
ブ
ル
に
行
く
ま
で
の
こ
ろ
は
組
合
が
言
わ
な
く
て

も
自
動
的
に
賃
金
が
上
が
っ
て
い
く
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
91
年
以
降
の
バ
ブ
ル
の
崩
壊
か
ら
無
い
袖
は
振
れ
な
い
、

と
い
う
守
り
の
姿
勢
に
な
っ
た
の
が
日
本
の
企
業
だ
っ
た
。

こ
う
い
う
時
こ
そ
労
働
組
合
の
力
を
発
揮
す
る
時
だ
。
」

「
各
組
合
の
役
員
の
方
々
は
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を

き
ち
ん
と
聞
い
て
、
組
合
員
目
線
で
自
分
た
ち
に
必
要
な
要

求
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
積
み
上
げ
て
い
っ
て
会
社
と
交
渉

し
、
実
り
あ
る
春
闘
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
篠
塚
芳
教
事
務
局
長
か
ら
２
０
１
１
年
度
活
動

総
括
、
２
０
１
２
年
度
方
針
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

総
括
で
は
昨
年
同
様
、
企
業
間
格
差
の
是
正
は
達
成
さ
れ

て
お
ら
ず
、
賃
上
げ
は
全
体
と
し
て
０
・
９
５
％
、
２
，
４

９
５
円
を
獲
得
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
２
０
１
１

年
度
方
針
で
は
引
続
き
企
業
間
格
差
を
な
く
し
て
電
算
労
水

準
へ
の
到
達
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
春
闘
方
針
で
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
３
％
、
９
，
２
０
０
円
の
賃
上
げ
、

一
時
金
は
昨
年
同
様
、
年
間
５
ヶ
月
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
者
団
体
や
行
政
へ
の
新
た
な
要
求
と
し
て
、

長
時
間
残
業
に
よ
る
健
康
破
壊
を
防
ぐ
た
め
の
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
規
制
の
導
入
を
掲
げ
ま
し
た

経営者への要求

■３％の賃金引き上げ（モデル基準給で）

３５才 ９，２００円

■企業間格差をなくして電算労水準への到達

■一時金は年間で５ヶ月以上

■サービス残業をなくして３６協定の遵守

■時間外割増率の引き上げ

普通残業１４５％ 深夜残業１７５％

■労働条件改悪につながる就業規則の変更

は認めない

■ソフトウエア開発にあたっては「新技術

の習得、業務知識の習得」の時間を担保す

ること。

■実質派遣・形式請負をなくして請負化の

促進と派遣法の遵守、派遣労働の改善

■「室内スペースの拡張、休憩室の設置、

空調の改善」など作業環境の改善

経営者団体・行政への要求

■コンピュータ労働者の賃金水準の全国全

産業水準への引き上げ

■長時間残業による健康破壊防止のために

勤務間インターバル規制の普及

■システム知識、業務知識の教育の機会を

設ける

■新技術教育制度の拡充

■発注元の単価引き下げと、受注の値引き

競争をやめて、健全な商取引の実施をす

るため、下請２法の普及と遵守

■ソフトウエア開発過程における仕様変更

に対する妥当な納期と対価などの公正取

引の実施

■構造的多重派遣の解消と偽装出向の解消

■ソフトウエア開発の短期反復契約の解消

■労供事業の普及、偽装請負の解消

■業界全体の作業環境の改善

２０１２春闘日程

３月中旬 要求提出

３月２６日（月）経営申し入れ（東京）

４月 ５日（木）経営申し入れ（大阪）

４月 ６日（金）回答指定日

４月１６日（月）経産省、ＪＩＳＡ申し入れ

４月の第３週 ストライキなど交渉強化
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電算労アンケートにみる２０1２春闘

（２）

配布 3,000枚
回収 459枚
時期 2012年1月

性別 男子 74%
女子 24%

年齢 平均 35.1歳
勤続 平均 10.6年
学歴 高校 7.6%

専門 12.4%
大学 77.6%

結婚 独身 55%
既婚 43%

扶養 平均 0.7人
職種 ｿﾌﾄ 74.3%

ﾊｰﾄﾞ 1.3%
ＯＰ 2.0%
ＯＡ等 0.7%
営業 5.7%
他 14.2%

賃
上
げ
要
求
は
昨
年
と
同
様
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
５
千
円
で
、
２
番

目
は
１
万
円
で
し
た
。
平
均
は
昨
年
の
９
，
８
０
０
円
か
ら
６
０
０
円
下

が
っ
て
、
９
，
２
０
０
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
の
状
況
は
昨
年
と
さ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

賃
金
外
の
要
求
で
は
、
１
位
の
フ
レ
ッ
ク
ス
導
入
は
変
わ
ら
ず
、
昨
年

は
３
位
だ
っ
た
人
員
増
が
今
年
は
２
番
目
に
多
い
要
求
に
な
っ
て
い
ま
す
。

残
業
も
昨
年
に
引
き
続
き
増
加
傾
向
で
「
人
員
増
」
を
要
求
す
る
こ
と
の

裏
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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有
給
休
暇
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
使
い
切
る

人
が
19
％
で
、
ほ
と
ん
ど
、
あ
る
い
は
全
て
残

る
、
と
い
う
人
が

44
％
も
い
ま
す
。
消
化
で
き

な
い
理
由
と
し
て
最
も
多
い
の
が
業
務
多
忙
で
、

昨
年
よ
り
３
％
以
上
増
え
て
い
ま
す
。

健
康
問
題
に
つ
い
て
は
昨
年
に
比
べ
て
、

「
不
調
は
な
い
」
が
５
％
ほ
ど
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
分
、
胃
腸
不
良
と
不
眠
が
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

約
３
％
増
え
て
い
ま
す
。
残
業
が
増
え
る
に
従
っ

て
体
の
不
調
を
訴
え
る
人
も
増
え
て
い
る
よ
う

で
す
。

仕
事
で
使
用
の
機
械
は
昨
年
同
様
、
汎
用
機

が
最
も
多
く
、

43
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ｕ
ｎ

ｉ
ｘ
系
、
ｌ
ｉ
ｎ
ｕ
ｘ
系
が
若
干
減
っ
て
、
そ

の
分
、
Ｗ
ｉ
ｎ
サ
ー
バ
が
増
え
て
い
ま
す
。
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新
し
い
技
術
に
つ
い
て
い
け
な
い

人
は
、
減
っ
て
く
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
約

30
％
の
人

が
つ
い
て
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。必

要
を
感
じ
る
技
術
は
「
Ｗ
ｅ
ｂ

技
術
」
が

36
％
で
昨
年
同
様
最
も
多

く
、
昨
年
よ
り
２
％
増
え
て
い
ま
す
。

「
特
定
業
務
分
野
」
が

19
％
か
ら

16

％
に
減
っ
て
、
昨
年
の
３
位
か
ら
５

位
に
な
っ
て
、
そ
の
分
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
２
％
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
１
％

増
え
て
い
ま
す
。

未
就
労
期
間
に
つ
い
て
は
無
し
が

６
％
も
減
っ
て
、
３
ヶ
月
未
満
の
人

が
３
％
増
え
て
い
ま
す
。
６
ヶ
月
以

上
と
い
う
人
も
２
％
あ
り
ま
し
た
。
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客
先
常
駐
で
働
い
て
い
る
人
は
こ

こ
４
年
間
同
じ
41
％
で
す
。

常
駐
の
形
態
で
は
、
「
派
遣
法
に

基
づ
く
派
遣
」
、
「
業
務
委
託
」
が

と
も
に
増
え
て
、
そ
の
分
、
「
一
括

請
負
」
が
減
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

直
接
契
約
も
昨
年
よ
り
３
％
減
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
反
映
し
て
か
、
間

に
１
社
以
上
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

昨
年
の
15
％
か
ら
20
％
に
増
え
て
い

ま
す
。

「
業
務
委
託
」
と
「
一
括
請
負
」

が
合
わ
せ
て
54
％
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
仕
事
の
指
示
が
「
自
社
の

人
」
と
い
う
人
は

44
％
で
あ
る
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
違
法
な
状
況
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
ま
す
。

仕
事
の
指
示
に
つ
い
て
「
自
社
の

人
」
が
２
％
減
っ
て
44
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
常
駐
先
の
人
」
と
「
形
式
は
自

社
、
実
際
は
常
駐
先
の
人
」
を
合
わ

せ
る
と
、

55
％
が
他
社
の
人
か
ら
支

持
を
受
け
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
派
遣
法
に
基
づ
く
派
遣
が

33
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
差
は

業
務
委
託
契
約
、
あ
る
い
は
一
括
請

負
契
約
で
仕
事
を
請
け
て
い
る
が
、

実
態
は
派
遣
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
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２
０
０
９
年
に
提
訴
し
た
、

「
不
当
降
格
、
不
利
益
変
更
」
事

件
の
裁
判
お
よ
び
都
労
委
へ
の
救

済
申
し
立
て
は
、
昨
年
７
月
12
日

に
被
告
東
和
シ
ス
テ
ム
と
一
括
和

解
に
至
り
、
30
年
に
わ
た
る
争
議

に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
争
議
の
解
決
報
告
と
組
合

結
成

30
周
年
を
祝
し
て
、
去
る
２

月
４
日
、
日
本
教
育
会
館
９
階
の
喜

山
倶
楽
部
・
平
安
に
て
「
電
算
労
東

和
シ
ス
テ
ム
支
部
勝
利
解
決
祝
賀
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
に
は
千
代
田
争
議
団
や
東

京
争
議
団
な
ど
の
争
議
団
関
係
者
、

電
算
労
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
組
合
関
係

者
を
は
じ
め
、
東
和
シ
ス
テ
ム
支
部

当
事
者
の
家
族
な
ど
総
勢
約
１
３
０

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
東
和
シ
ス
テ
ム
支
部
争
議

支
援
共
闘
会
議
の
西
澤
正
典
議
長
か

ら
、
「
１
９
８
１
年
の
組
合
結
成
か

ら

30
年
も
の
長
き
に
わ
た
っ
て
闘
っ

て
き
た
原
告
の
３
名
を
労
い
た
い
。

長
き
に
わ
た
っ
て
や
っ
て
こ
れ
た
の

は
千
代
田
区
労
協
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
、
東
京

争
議
団
な
ど
皆
さ
ま
の
支
援
が
あ
っ

て
の
こ
と
だ
。
」
と
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
弁
護
団
を
代
表
し
て
旬

報
法
律
事
務
所
の
鴨
田
哲
郎
弁
護
士

か
ら
「
頑
張
っ
て
き
た
組
合
員
は
こ

こ
数
年
で
定
年
を
迎
え
る
。
彼
ら
が

い
な
く
な
っ
て
も
東
和
シ
ス
テ
ム
の

中
に
電
算
労
の
灯
が
と
も
り
続
け
る

よ
う
に
、
そ
う
願
っ
て
最
後
の
戦
い

は
収
束
を
付
け
る
こ
と
に
し
た
。
支

部
が
闘
い
、
解
決
し
、
支
部
の
存
在

を
認
め
て
い
ま
す
、
と
会
社
に
表
明

さ
せ
た
、
こ
れ
が
こ
の
戦
い
の
到
達

点
と
し
て
一
番
大
事
な
こ
と
だ
。
」

と
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
千
代
田
春
闘
共
闘
会
議

の
小
林
秀
治
議
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
の
歓
談
の
後
、
東
京
争

議
団
共
闘
会
議
の
小
関
守
議
長
か
ら

「
松
陰
学
園
争
議
団
」
、
「
ネ
ッ
ス

ル
日
本
」
、
「
明
治
乳
業
争
議
団
」

な
ど
の
争
議
団
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
原
告
で
あ
っ
た
東
和
シ

ス
テ
ム
支
部
の
小
番
委
員
長
は
じ
め
、

支
部
組
合
員
か
ら
出
席
者
に
対
す
る

お
礼
と
、
「
組
織
拡
大
を
目
指
す
。
」

と
い
う
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
合
唱
団
「
ソ
レ
イ
ユ
」

の
「
花
を
お
く
ろ
う
」
、
「
人
間
の

歌
」
な
ど
の
歌
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
三
線
ゆ
い

ま
ー
る
の
「
安
里
屋
（
あ
さ
ど
や
）

ユ
ン
タ
」
、
「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
（
て

ん
さ
ご
の
）
花
」
な
ど
の
三
線
演
奏

が
あ
り
、
楽
し
い
時
間
を
み
ん
な
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
０
年
に
わ
た
る
争
議
に
つ
い
に
終
止
符
、
争
議
の
解
決
報
告
と
組
合
結
成
30
周
年
を
祝
し
て

「
東
和
シ
ス
テ
ム
支
部
勝
利
解
決
祝
賀
会
」
開
催
さ
れ
る
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ご応募お待ちしています！！
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ます。


